
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治２８（１８９５）年に篠高守稲荷神社に奉納された縦８１㌢×横６４㌢の 

絵馬で、蚕の飼育と上蔟の様子が描かれています（写真上）。また、明治３２ 

（１８９９）年に奉納された縦６８㌢×横１００㌢の絵馬は、繭かきと繭を馬に 

つけて売りに行く様子が描かれています（写真下）。 

絵師は春山龍耳で、生業絵馬として、民俗資料として貴重なものです。 

 

田村市指定有形民俗文化財 

絵馬
え ま
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